
第１部 アンケート調査 

Ⅰ 調査概要 

１ 調査の目的 

 本調査は、平成１６(２００４)年９月に発足した第２期の川崎市子どもの権利委員会が、市長から

諮問された「子どもの居場所と参加活動の拠点づくり」についての調査・審議の基礎となる資料を得

ること及び川崎市における子どもの権利保障に関する実態を把握することを目的とする。 

 

２ 調査の設計 

 本調査の設計は以下のとおりである。 

 (1) 調査地域 川崎市内 

 (2) 調査対象 子ども調査 ………………… 市内に居住する満１１歳から１７歳までの男女個人 

     おとな一般調査 …………… 市内に居住する満１８歳以上の男女個人 

     市立施設等の職員調査 …… 市立施設等の職員の男女個人 

 (3) 標 本 数 ７,０６９人 

        子ども調査 ………………… ４,５００人(１１・１２歳、１３歳～１５歳、１６・

１７歳それぞれ１,５００人づつ) 

     おとな一般調査 …………… １,５００人 

        市立施設等の職員調査 …… １,０６９人 

 (4) 抽出方法 住民基本台帳からの無作為抽出法 

        市立施設等の職員は、抽出した施設(学校など)の職員 

 (5) 調査方法 郵送調査(はがき督促を１回) 

 (6) 調査期間 平成１７年(２００５年)３月 

 (7) ㈱総合企画 

 

３ 回収結果 

 本調査の回収結果は以下のとおりである。 

  (1) 有効回収票数 

    （数字は、左が回収数、カッコ内が送付数である。） 

子ども調査 ………………… １, ７１１票 ( ４, ５００票)  

１１・１２歳 ６５７票 (１,５００票) 

１３～１５歳 ５９６票 (１,５００票) 

１６・１７歳 ４４３票 (１,５００票) 

年齢不明    １５票 

おとな一般調査 ……………   ５７２票 ( １, ５００票)  

市立施設等の職員調査 ……   ５５０票 ( １, ０６９票)  

総   計 ………………… ２, ８３３票 ( ７, ０６９票)  

 

 



(2) 有効回収率 

  （数字は、左が今回(平成１７年調査)回収率、カッコ内が前回(平成１４年調査)回収率であ

る。） 

子ども調査 ………………… ３８. ０％ （４５. ８％） 

１１・１２歳 ４３.８％ （５１.３％） 

１３～１５歳 ３９.７％ （４７.５％） 

１６・１７歳 ２９.５％ （３７.１％） 

おとな一般調査 …………… ３８. １％ （４３. ２％） 

市立施設等の職員調査 …… ５１. ４％ （５５. ３％） 

総   計 ………………… ４０. １％ （４６. ７％） 

 

４ その他 

 (1) 以下の文中において、特に断りなく「権利条例」、「条例」と記載している箇所は、「川崎市子ど

もの権利に関する条例」をいう。 

 (2) 子どもの有無は、調査の時点で１８歳未満の子どもが「いるか」、「いないか」を意味している。 

 (3) 調査の対象となった子どもは、１１･１２歳を小学生年代、１３～１５歳を中学生年代、１６･

１７歳を高校生年代としている。 

 

 

 

 

 


